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2023 年 11 月 7 日 

各 位 

会 社 名  日 鉄 鉱 業 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長 森 川  玲 一 

（コード番号 1515 東証プライム） 

問合せ先  決 算 課 長 有 田  伸 士 

（ TEL 03－ 3216-5255） 
 

業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2023年５月 12日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お

知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、2023年９月 30日を基準日とする剰余金の配当について、下記のとおり決

議するとともに、2024年３月期の期末配当予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１） 2024年３月期通期連結業績予想数値の修正(2023年４月１日～2024年３月 31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

158,000 

百万円 

8,000 

百万円 

9,000 

百万円 

5,500 

円 銭 

330.60 

今回修正予想（Ｂ） 163,000 10,000 10,500 7,000 420.76 

増減額（Ｂ－Ａ） 5,000   2,000   1,500 1,500    

増減率（％）    3.2    25.0   16.7 27.3    

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
164,020 13,632 13,204 9,780 587.89 

（注）当社は、役員向け株式交付信託を導入しており、１株当たり当期純利益の算定については、当該信託が保

有する当社株式を期中平均株式数の算定上控除する自己株式に含めております。 

 

（２） 修正の理由 

売上高につきましては、金属部門における販売数量の増加及び円安の進行に伴う増収等により、前回予想を

上まわる見通しであります。 

損益につきましては、金属部門における増収及び円安の進行により、営業利益、経常利益及び親会社株主に

帰属する当期純利益が、前回予想を上まわる見通しであります。 

今回修正の前提となる通期の海外金属・為替市況は、ＬＭＥ銅価格 370￠／ｌｂ（下期 360￠／ｌｂ）、為替

レート 140円／米ドル（下期140円／米ドル）を想定しております。 
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２．剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正について 

（１） 剰余金配当（中間配当）の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2023年８月 25日公表） 

前期実績 

（2023年３月期中間） 

基 準 日 2023年９月 30日 同左 2022年９月 30日 

１株当たり配当金 84円 00銭 66円 00銭 135円 00銭 

配 当 金 総 額 1,398百万円 ― 1,122百万円 

効 力 発 生 日 2023年 11月 27日 ― 2022年 11月 28日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

   （注）当社は 2022年 10月１日を効力発生日として、普通株式１株を２株とする株式分割を実施したため、2023

年３月期の中間配当につきましては、配当基準日が 2022年９月 30日となりますので、当該株式分割前の

株式数を基準としております。 

 

（２） 配当予想の修正の内容 

 
年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

(2023年 8月 25日発表) 

円 銭 

66.00 

円 銭 

66.00 

円 銭 

132.00 

今回修正予想 84.00 85.00 169.00 

当期実績 84.00   

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
135.00 110.00 ― 

    （注）当社は 2022 年 10 月 1 日を効力発生日として、普通株式１株を２株とする株式分割を実施したた

め、2023 年３月期の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式分割後の金額を記載し、年間配当

金合計は「―」を記載しております。なお、2022 年９月 30 日を基準日としてお支払いいたしました中

間配当金 135 円は、当該株式分割後の金額に換算しますと 67 円 50 銭に相当し、期末配当とあわせた

年間配当金は１株当たり 177 円 50 銭となります。 

 

（３） 修正の理由 

2023年度より連結配当性向 40％を目途に配当を実施するものとし、また、年度末時点の PBRが１倍未満の

場合には、時価換算 DOE（※１）３％を配当下限値とし、年度末時点の PBRが１倍以上の場合には、DOE（※

２）３％を配当下限値とすることとしております。 

※１．時価換算 DOE＝１株当たりの年間配当金÷年間平均株価（日毎終値の単純平均） 

※２．DOE＝１株当たりの年間配当金÷１株当たりの年度末連結純資産額（非支配株主持分除く） 

 

上記を踏まえ、当第２四半期の業績及び今回の連結業績予想の修正を勘案した結果、中間配当につきまして

は、前回予想より 18円増配し、１株当たり 84円とすることといたしました。期末配当予想につきましても、

前回予想より 19円増配し、１株当たり 85円に修正することといたしました。 

 

(注) 上記の業績予想及び配当予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


